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研究成果の概要（和文）：研究はほぼ予定通り進めることができた。基礎実験の後、英語前置詞

学習のための教材をウェブ上に作成し、空間イメージの形態の違いがどこまで学習効果に影響

を与えるかについて検証を行い、その成果を国内外で発表することができた。 
 
研究成果の概要（英文）：I could conduct this study according to the plan. After a preliminary 
study, web-based learning material for English spatial preposition was made. Then several 
verification studies were carried out to examine the efficiency of multimedia-oriented 
glosses compared with paper-based glosses. These results could be presented not only 
indomestic but also in international conferences.  
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１．研究開始当初の背景 
 
 マルチメディア環境を活かした外国語学
習教材は研究開始以前から数多く存在して
いた。しかし、「マルチメディア教材は従来
の教材よりも学習効果が高い」という命題に
対して批判的な立場を取ることが殆どなか
ったからか、高度なメディアを利用している
にも関わらず、それらが「どのような学習項
目に対して」「どのような効果を及ぼすのか」、

更には「高度なメディアを活かした教材が従
来のものよりも学習を促進するか」について
明確な議論や検証が殆ど行われてこなかっ
た。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、外国語としての英語学習の成否
を左右する語彙のうち、学習困難とされる前
置詞に焦点を当てた。前置詞はその記憶こそ
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容易であるが、多義的意味を有し、かつおの
おのの語義に訳語を当てはめて学習してし
まうため、その語義間構造を理解し、それを
踏まえて語彙を様々な状況で使いこなすこ
とは非常に困難を要する。 
 
 そこで認知言語学の領域において、この多
義的語彙の意味間構造を包括し、関係性を理
解する補助となる役割を果たす「概念的空間
イメージ」あるいは「イメージ・スキーマ」
をマルチメディア教材の注釈として利用す
ることにより、従来の紙媒体の教材よりも語
彙習得を促進するかについて、実際に教材を
学習者に利用してもらいながら検証を進め
た。 
 
３．研究の方法 
 
 (1)注釈としてのイメージが前置詞学習に
おいて必要不可欠だが、その意味理解を困難
にしている「例文の訳語」の代替物になり得
るかを検証するために、ウェブ上に意味のイ
ンデックスをクリックすると例文と 
 
a. その訳語が表示されるものと、 
b. その状況を示したイメージが表示され
る辞書 

 
を作成した。 
 
 (2)空間イメージを平面的なものから、人
間の身体感覚に近い立体的なものにするこ
とで、前置詞が持つ空間概念の理解を促進す
るかを検証するため、 
 
a. 前置詞が持つ空間関係イメージを、平面
的（２次元的）に表示したものと、 

b. 前置詞が持つ空間関係イメージを、立体
的（３次元的）に表示した辞書 

 
を作成した。 
 

 
 以下の図は over の持つ空間概念を立体的
に示したものである。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
 (1)被験者を２群に分け、上述の２つの辞
書を参照しながら前置詞理解に関する（空間
関係に関する例文を提示し、適切な前置詞を
複数の選択肢から選択する）問題を解いても
らった。その結果、両群の有意な差を見いだ
すこと出来なかった。 
 
 (2)被験者を２群に分け、上述の２つの辞
書を用いて一定時間学習した後、前置詞理解
に関する問題を解いてもらった。その結果、
両群の有意な差を見いだすことは出来なか
った。被験者と問題を変えて再度検証を試み
たが、ここでも有意な差を見いだすことは出
来なかった。 
 
 上述の結果を踏まえ、本研究の結果を以下
のように総括することが出来る。 
 
 外国語としての英語語彙学習、特に前置詞
学習の補助としての「概念的空間イメージ」
は、 
 
1. その状況を言語的に説明する注釈とし
て表示することに比べ、語彙の意味理
解を促進する役割を持つ(t(43)=3.10, 
p=0.003)。 

 
 
 

2. そのイメージの高度メディア化は、従来
のメディアと比べて学習効果を促進す
るという証拠を見いだすことは出来な
かった。具体的には 

 



 

 

a. 前置詞マルチメディア辞書にお
いて、例文を理解する補助とし
て(1)訳文と(2)イメージを伏し
た群間には語彙理解における有
意差は見られなかった。 
 

b. 前置詞マルチメディア辞書にお
いて、例文を理解する補助とし
て(1)平面イメージと(2)動画を
利用した平面イメージと(3)動
画を利用した立体イメージを伏
した群間には語彙理解における
有意差は見られなかった。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

その後、b のうち(1)と(3)の２
つを用いて、ポストテストの例
文と被験者を変えて検証を行っ
たが、b と同様に群間の有意差
は見られなかった。 

 

 
 まだ研究の途上であり、明確な結論を出す
ことは控えるが、マルチメディアの利用は必
ずしも旧来のものよりも学習効果という点
で優れているとは限らず、どのような学習項
目に対してどのように利用するかについて、
更なる検証が必要である。 
 
 その１つの証拠として、平面イメージと立
体イメージの理解度の違いを検証した際、イ
メージ間の差は見られなかったが、語彙間に
理解度の差があることが判明した。このこと
は前にも述べたように、外国語学習における
マルチメディア利用の有効性は、学習項目ま
たは語彙項目よって差があることを示して
いると言える。 
 
 
 
 

 

 
 今回は、語彙による理解度の差の原因を探
るところまでは到達することが出来なかっ
たので、この検証は今後の課題とすることに
する。いずれにせよ、「マルチメディアは役
立つ」という命題を批判的な立場で再考し、
注釈ごと、あるいは学習項目ごとのその効果
を検証する本研究は、今後の eラーニングの
発展に貢献するものと信じている。 
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